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Ⅵ 情報管理及び業務実施にかかる注意事項 
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(2) 確認の途中経過の報告について（救急搬送） 

  (3) 中央情報センターへの電話が繋がらない場合 

(4) 基幹病院以外から紹介依頼があった場合 

(5) 基幹病院が県外分娩施設から受入の依頼を受け、中央情報センターに県内の
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Ⅰ 神奈川県周産期救急医療システムについて 

 

１ 神奈川県周産期救急医療システムの概要 

本県では、昭和60年６月より「神奈川県周産期救急医療システム」を運用しています。 

本システムでは、県内を６つのブロックに分け、それぞれ「基幹病院」、「中核病

院」、「協力病院」として機能別に位置づけた受入病院を中心とした医師の判断に基づ

く医療機関同士の施設間搬送を原則として、分娩時の予期できない急変等に対処し、ハ

イリスクの妊婦から新生児まで、高度な医療水準により一貫した対応を24時間体制で確

保しています。 

 

２ 周産期救急医療システムブロック 

  周産期救急医療システムでは、以下の６ブロックに区分されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 受入病院の役割 

周産期救急医療システム受入病院は、病院種別ごとに以下のとおりの役割を担います。 

(1) 基幹病院 

 ア 地域ブロックの拠点として、ブロック内の受入病院の状況把握に努め、分娩施設

等からの患者受入要請に対して、受入先の調整を行う。 

  イ 重症例を中心に患者を24時間体制で受け入れる。 

   ウ 自病院で受け入れた患者が急性期を過ぎた際には、患者の状況に応じて中核もし

くは協力病院への転院を積極的に行い、新たな重症患者を受け入れられる体制を常

時確保する。 

(2) 中核病院 

 ア 基幹病院からの要請に応じ、中等症以上の患者を中心に原則として24時間体制で

受け入れる。 

   イ 基幹病院で受け入れることができない重症患者を体制の許す範囲で受け入れる。 

   ウ 基幹病院からの転院依頼に応じ、基幹病院において受け入れられ急性期を過ぎた

患者を受け入れる。 

   エ 自病院で受け入れた患者が急性期を過ぎた場合、患者の状況に応じて協力病院等

への転院を積極的に行い、基幹病院から新たな患者を受け入れられる体制を確保す

る。 

 

ブロック名 市町村 ブロック名 市町村 ブロック名 市町村 ブロック名 市町村

横浜市 平塚市 小田原市 相模原市

鎌倉市 茅ヶ崎市 南足柄市 大和市

藤沢市 秦野市 中井町 海老名市

川崎 川崎市 厚木市 大井町 座間市

横須賀市 伊勢原市 松田町 綾瀬市

逗子市 大磯町 山北町 寒川町

三浦市 二宮町 開成町

葉山町 愛川町 箱根町

清川村 真鶴町

湯河原町

西湘

横浜

三浦半島

湘南

県央北相
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(3) 協力病院 

   ア 基幹病院からの要請に応じ、比較的軽度な患者を受け入れる。 

   イ 基幹病院及び中核病院で受け入れた急性期を過ぎた患者を受け入れる。 

 

４ 神奈川県救急医療中央情報センター 

  神奈川県救急医療中央情報センター（以下「中央情報センター」という。）では、昼

夜を問わない緊急問い合わせや受入先調整を行う基幹病院の負担軽減のため、基幹病院

で受け入れが出来ない周産期救急患者について、県内の周産期システム受入医療機関に

対して、周産期救急医療情報システムを活用することによって、基幹病院の指示の下、

受入医療機関の情報収集及び紹介業務をすることで、基幹病院のサポートを行う役目

を担います。 

 

【周産期救急受入機関紹介業務】 

  中央情報センターで行う周産期救急受入機関紹介業務は、次のとおりです。 

①受付時間：２４時間体制。 

②受付対象：県内基幹病院。 

③対象患者：県内分娩施設にて発生し、基幹病院において受け入れ不可能な周産期救

急患者であって、かつ、母体搬送が必要な患者のうち、基幹病院におい

て中央情報センターに受入医療機関の紹介を依頼することが適当と判断

された患者。     

※ 22週未満で周産期救急疾患がある場合は、基幹病院が対応する（中央情

報センター対象外）。   

④範  囲：神奈川県周産期救急医療システム受入病院。県内その他医療機関および

県外医療機関への応需確認は行わない。 

⑤内  容：事務職員が対応するため、医療機関への確認は、基幹病院から連絡を受

けた「調査票」の内容のみをもって、電話連絡により応需確認を行う。 

⑥困難対応：トラブル発生時等、中央情報センターにおいて対応困難となった案件に

ついては、中央情報センターは速やかに基幹病院へ連絡し、基幹病院は

バックアップをするとともに、基幹病院から中央情報センターに指示を

するか、または基幹病院が引き継ぐものとする。 

 

５ 東京都との周産期広域連携体制（試行） 

(1) 東京都との周産期広域連携体制（試行）について 

    平成24年１月31日から東京都と神奈川県相互による、周産期広域連携体制が試行

されることとなりました。 

 

【周産期広域連携体制（試行）の対象】 

  ①救急搬送：県域を越えて搬送可能であると医師が判断した、原則として22週以降の

母体搬送（転院搬送）。 

※自都県内での受入先選定の結果、受入可能医療機関がなく、かつ各ブロ

ックの基幹病院（東京都においては総合周産期センター）における再確

認の上においても、受入ができない場合に限る。 
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②戻り搬送：本試行により県域を越えて救急搬送された後、急性期を過ぎ、県内（都

内）医療機関へ転院が可能と医師が判断した場合の母体及び新生児搬送。 

(2) 東京都周産期搬送コーディネーター 

東京消防庁内に設置し、都内の各ブロックの搬送先調整担当の周産期母子医療セン

ター等からの依頼による全都的な母体・新生児搬送の搬送調整、搬送先選定に関する

データの整理及び統計の作成、医療機関基本情報調査等を行う役目を担います。 

 

６ 本文中の略称 

「受入病院」･･･････････････県周産期救急医療システム受入病院 

「中央情報センター」･･･････神奈川県救急医療中央情報センター 

「都コーディネーター」･････東京都周産期搬送コーディネーター 

「都内周産期センター等」･･･都コーディネーターにおいて受入調整を行う東京都周産期母

子医療センター並びに周産期連携病院 
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Ⅱ 基幹病院（救急搬送） 

 

 

１ 母体救急搬送（神奈川県内及び都内への依頼） 

 

２ 母体救急搬送（都内からの依頼） 

 

３ 新生児救急搬送（神奈川県内） 
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１ 母体救急搬送（神奈川県内及び都内への依頼） 

 

分娩施設

県救急医療中央情報センター

各ブロック基幹病院

①電話等による斡旋依頼

日常的に連携している

施設、関連病院等
(①)独自要請

FAX及び電話による患者情報伝達

②受入医療機関紹介依頼

Ａ受入可

③受入可否を確認。

県周産期救急医療システム受入病院

県救急医療中央情報センター

Ｂ受入不可

分娩施設

A④受入可能医療
機関を紹介

受入病院消防機関

A⑥搬送依頼 A⑤詳細確認

分娩施設

受入病院

A⑦救急車
出動

A⑧搬送

B④受入先が無いことを

報告

各ブロック基幹病院

各ブロック基幹病院

Ａ⑨紹介結果報告

県救急医療
中央情報センター

B⑤依頼指示

東京都周産期
搬送コーディネーター

B⑥受入依頼

以後、基幹病院
の判断による受
入先選定

都へ依頼 都へ依頼

しない

受入可 受入不可

分娩施設

A⑥へ

他ブロック基幹病院

受入依頼

東京都内の周産期センター等

Ｂ⑦受入医療機関の選定

詳細確認

各ブロック基幹病院

回答

東京都周産期搬送コーディネーター

県救急医療中央情報センター
分娩施設 県救急医療中央情報センター

各ブロック基幹病院

不調
Ｃ⑧調整結果報告

決定
Ｂ⑧調整結果報告

Ｂ⑨調整結果報告

東京都内の周産期センター等

各ブロック基幹病院

Ａ⑤～Ａ⑧と同様以後、基幹病
院の判断によ
る受入先選定

Ｂ⑨調整結果報告

Ｃ⑧調整結果報告

分娩施設
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フロー① 受入依頼（分娩施設⇒基幹病院） 

   基幹病院は、分娩施設から依頼を受けた案件について、患者の診断名、症状、緊急性

等の状況から、次のことについて対応を判断する。 

    

①自院で受け入れ可能か。⇒ 受入可 へ 

   ②中央情報センターに紹介依頼を行うことが適当か。⇒フロー②へ 

    ・中央情報センターへの紹介依頼の際、条件を付するか。 

   ③症状等により緊急性が生じる可能性がある患者だが、自院での受入が困難であるた

め、他ブロック基幹病院での受入を依頼するかどうかの判断 

 

※ 特に症状等により緊急性が生じる可能性がある患者については、時間的猶予を考慮

して、中央情報センターに依頼するかどうかの適否について、慎重に判断すること。 

 

【他の基幹病院への受入依頼】 

速やかに高次医療機関での対応が必要と判断された場合は、自病院で受け入れることが

原則であるが、満床等により受入が困難な場合は、他の基幹病院に直接受入を依頼するこ

とも可とする。 

 

 

【救急医療中央情報センターに受入医療機関紹介依頼を行う】 

フロー② 受入医療機関紹介依頼（基幹病院⇒中央情報センター） 

中央情報センターへの依頼方法は以下のとおりとする。 

(1) 「周産期救急受入医療機関紹介業務調査票（産科）」を作成し、情報センターへ

FAXで送る。 

調査票を再度ＦＡＸで転送する可能性があります。不用な問い合わせを避けるため、

ハッキリと読みやすい字で、なるべく略語は使用せずに記載するようご協力をお願い

します。 

(2) 情報センターへ電話する。（電話連絡をもって初めて受付となります。） 

 

※１ 情報伝達の確実性を確保するために、原則として調査票はＦＡＸにて送信する

ものとする。但し、ＦＡＸ機器の不具合等により、ＦＡＸ送信が出来ない場合は、

電話連絡の際に必要事項を確実に伝達することによって、ＦＡＸの代わりとするこ

とも可とする。 

※２ 電話にて調査票必要事項を伝える場合、基幹病院は、中央情報センターが事務

職員であることを考慮して、正確かつ的確に伝えることとし、また、中央情報セン

ターは、聞き取り不十分、内容不明な点等があった場合は、必ず確認をするなど、

双方の協力によって調査票記載内容に誤りがないように努める。 

なお、電話による調査票必要事項の聴取については、中央情報センターから調

査票項目毎に質問し、それを基幹病院医師が回答する形をとることとする。 

※３ 中央情報センターは、電話のみにより調査票の内容を聴取した場合は、中央情

報センターで記載した調査票を基幹病院へＦＡＸすることとし、基幹病院は、中

央情報センターからＦＡＸされた内容を確認し、その内容に誤りがあった場合は
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速やかに中央情報センターへ連絡する。（誤りがない場合は、特に連絡は必要と

しない。） 

 

(3) 紹介依頼時における付加条件を伝える 

  周産期救急患者の「診断名」「症状」などにより緊急性、切迫性が生じる可能性が

ある場合などで、中央情報センターと受入医療機関との交渉に条件を付する必要があ

ると判断したときは、依頼の際に付加条件の内容を伝えるものとします。 

    また、依頼後に患者の症状の変化等により条件を変える必要が生じた場合は、速や

かに中央情報センターへ連絡の上その後の対応を指示し、状況によっては基幹病院で

引き継ぐものとする。 

 

  例１ 最初に確認すべき医療機関を数カ所指示。 

  例２ 受入可能な医療機関の対応レベルを指定。（例「中核病院のみ」など。） 

  例３ 遠方ブロックの「○」よりも「ブロック内」の「×」を優先して交渉すること。 

  例４ 「隣接ブロック」までの交渉とし、「その他ブロック」との交渉は必要ない。 

  例５ ３０分毎に交渉の経過報告をすること。 

  例６ 妊娠３０週以上であるが、複数の医療機関へ同時に受入確認を行う必要はない。 

 
 

【県内医療機関で受入可能】 

フローA⑨ 紹介結果報告（中央情報センター⇒基幹病院） 

  中央情報センターでの選定の結果、県内での受入が決定した場合、基幹病院あてに結果

報告のファックスが送られる。 

 

【県内での受入先がない場合】 

フローB④ 県内受入先が無い旨の報告（中央情報センター⇒基幹病院） 

  中央情報センターでの選定の結果、県内での受入先が見つからなかった場合、中央情報

センターから連絡が来るので、患者の診断名、症状、緊急性等の状況から、次のことにつ

いて対応を判断することとする。 

    

①自院で受け入れ可能か。⇒ 受入可 へ 

   ②東京都周産期搬送コーディネーターに受入先確認を行うことが適当か。 

⇒フローB⑤へ 

   ③上記①②によらず、基幹病院独自で受入先の選定を行うか。 

 

※ 東京都周産期搬送コーディネーターに依頼するかどうかの適否については、時間的猶

予を考慮して、慎重に判断すること。 
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【東京都周産期搬送コーディネーターに受入医療機関紹介依頼を行う】 

フローB⑤ 依頼指示（基幹病院⇒中央情報センター） 

依頼方法は以下のとおりとする。 

(1) 中央情報センターへの依頼指示 

中央情報センターから県内での受入先が見つからなかった旨連絡があった際、都コー

ディネーターへ依頼するかどうか照会があるので、都内での受入先選定を行う時間的余

裕があると判断した場合には、中央情報センターに依頼を指示する。 

    その際、分娩施設に都内選定を依頼することを連絡し、当初の依頼内容から患者の状

況に変化がないか確認し、変化があった場合には、その内容を中央情報センターに伝達

するものとする。 

(2) 都コーディネーターからの詳細確認 

   中央情報センターが都コーディネーターに都内受入先選定を依頼した後、必要に応じ

て、都コーディネーターから内容について照会をすることがあるので、適宜対応を行う

ものとする。（必要に応じて、直接分娩施設に照会が入る場合もある。） 

  ※ 中央情報センターは、当初基幹病院が作成した「周産期救急受入医療機関紹介業

務調査票（産科）」を都コーディネーターに転送する。 

   ※ 都コーディネーターに受入先選定の依頼をした後も、可能な限り県内医療機関で

の受入ができるよう、引き続き受入先の選定に努めるものとする。 

     なお、都への依頼途中で独自に受入医療機関が見つかった場合には、速やかに中

央情報センターにその旨連絡すること。 

※ 都内選定後、概ね６０分経過しても受入先が見つからない場合は、都コーディネ

ーターから状況報告の連絡が入るので、患者の状況により、継続か中断かの判断を

すること。 

 

フローB⑨ 調整結果報告（中央情報センター⇒基幹病院） 

  都コーディネーターでの選定の結果、都内での受入が決定した場合、基幹病院あてに中

央情報センターから結果報告のファックスが送られる。 

 

フローC⑧ 調整結果報告（中央情報センター⇒基幹病院） 

  都コーディネーターでの選定の結果、都内での受入先が見つからなかった場合、中央情

報センターから連絡が来るので、以後は基幹病院の判断により対応を検討するものとする。 

 

※ 中央情報センターに依頼があったが、検索中止等により基幹病院に引き継いだ案件に

ついても、最終的にどこの医療機関で受け入れたか、中央情報センターが確認を行いま

す。 
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２ 母体救急搬送（都内からの依頼） 

 

 

 

 

 

都産科施設等

各ブロックの総合周産期母子医療センター

日常的に連携している
施設、関連病院等

(①)独自要請

東京都周産期搬送コーディネーター

電話連絡及びFAXに
よる患者情報伝達 ②FAXによる搬送調

整依頼書の送付
①搬送調整依頼

都内周産期センター等

③都内選定

神奈川県救急医療中央情報センター

④受入調整依頼

電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

都内不調

窓口基幹病院（県立こども医療センター）

FAX及び電話による患者情報伝達⑤受入医療機関紹介依頼

⑥ 受入可否を確認

システム受入病院

神奈川県救急医療中央情報センター

Ａ受入可 Ｂ受入不可

Ａ⑦受入可能医療
機関を紹介

東京都周産期
搬送コーディネーター

②選定依頼

都内産科施設等

東京都周産期
搬送コーディネーター

各ブロック総合周産期
母子医療センター

Ａ⑩調整結果報告

システム受入病院

Ａ⑧詳細確認・搬送

Ｂ⑦調整結果報告

窓口基幹病院
（県立こども医療センター）

Ａ⑨紹介結果報告

窓口基幹病院
（県立こども医療センター）
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フロー④ 受入調整依頼（都コーディネーター⇒窓口基幹病院） 

東京都内で周産期救急患者は発生し、都コーディネーターにより都内選定しても受入先

が見つからず、神奈川県内での受入依頼を行う時には、都コーディネーターから、窓口基

幹病院（県立こども医療センター）に「搬送調整依頼書（診療情報提供書）（東京都様

式）」により受入調整が依頼される。 

基幹病院は、都コーディネーターから依頼を受けた案件について、患者の診断名、症状、

緊急性等の状況から、次のことについて対応を判断する。 

    

   ①中央情報センターで紹介依頼を行うことが適当か。⇒フロー⑤へ 

    ・中央情報センターへの紹介依頼の際、条件を付するか。 

   ②症状等により緊急性が生じる可能性がある患者であり、自院もしくは他ブロック基

幹病院での受入を依頼するかどうかの判断 ⇒県内救急搬送と同様の扱いとなる。 

 

※ 特に症状等により緊急性が生じる可能性がある患者については、時間的猶予を考慮

して、中央情報センターに依頼するかどうかの適否について、慎重に判断すること。 

 

フロー⑤ 受入医療機関紹介依頼（窓口基幹病院⇒中央情報センター） 

中央情報センターへの依頼方法は以下のとおりとする。 

(1) 「搬送調整依頼書（診療情報提供書）（東京都様式）」を情報センターへFAXで送

る。  

     ※ 神奈川県様式に書き換えず、そのまま送る。 

(2) 情報センターへ電話する。（電話連絡をもって初めて受付となります。） 

 

【県内で受入可能であった場合】 

フローＡ⑨ 調整結果報告（中央情報センター⇒窓口基幹病院） 

  中央情報センターでの選定の結果、県内での受入が決定した場合、基幹病院あてに結果

報告のファックスが送られる。 

 

【県内で受入が出来なかった場合】 

フローB⑦ 調整結果報告（中央情報センター⇒窓口基幹病院） 

  中央情報センターでの選定の結果、県内受入先が見つからなかった場合、基幹病院あて

に結果報告のファックスが送られる。 
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３ 新生児救急搬送（神奈川県内） 

 

 
分娩施設

各ブロック基幹病院

①電話等による斡旋依頼

日常的に連携している
施設、関連病院等

(①)独自要請

②受入可否を確認

県周産期救急医療システム受入病院

分娩施設

④受入可能医療機関を紹介

受入病院消防機関

⑥搬送依頼 ⑤詳細確認

受入病院

⑦救急車出動※

⑧搬送

各ブロック基幹病院

受入可 受入不可

分娩施設

⑥へ

他ブロック基幹病院

受入依頼

③受入可否の回答

分娩施設

⑦救急車出動※
　救急車による搬送のほか、受
入病院による迎え搬送もしくは
三角搬送もあり。

【迎え搬送】
　受入医療機関の医師が救急車
等で依頼元医療機関へ行き、新
生児と同乗して自らの医療機関
に搬送すること。

【三角搬送】
　周産期母子医療センター等の
医師が救急車等で依頼元医療機
関へ行き、新生児と同乗して他
の受入医療機関に搬送するこ
と。
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フロー① 電話等による斡旋依頼（分娩施設⇒基幹病院） 

   基幹病院は、分娩施設から依頼を受けた案件について、患者の診断名、症状、緊急性

等の状況から、次のことについて対応を判断してください。 

    

①自院で受け入れ可能か。⇒ 受入可 へ 

   ②県内の受入病院へ受入依頼を行うことが適当か。⇒フロー②へ 

   ③症状等により緊急性が生じる可能性がある患者だが、自院での受入が困難であるた

め、他ブロック基幹病院での受入を依頼するかどうかの判断 

 

 

【他の基幹病院への受入依頼】 

速やかに高次医療機関での対応が必要と判断された場合は、自病院で受け入れることが

原則ですが、満床等により受入が困難な場合は他の基幹病院に直接受入を依頼してくださ

い。 

 

【県内医療機関での受入】 

フロー② 受入可否を確認（基幹病院⇒受入病院） 

基幹病院は、患者の状況に応じて県内受入病院の選定を行ってください。 

 

フロー④ 受入可能医療機関を紹介（基幹病院⇒分娩施設） 

受入病院が決定したら、分娩施設へその旨連絡してください。 
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Ⅲ 基幹病院（戻り搬送） 

 

１ 母体戻り搬送（東京都⇒神奈川県） 

 

２ 母体戻り搬送（神奈川県⇒東京都） 

        

３ 新生児戻り搬送（東京都⇒神奈川県） 

 

          ４ 新生児戻り搬送（神奈川県⇒東京都） 
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１ 母体戻り搬送（東京都⇒神奈川県） 

 

 

東京都周産期搬送コーディネーター

①依頼 電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

②受入依頼

（詳細確認）
電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

東京都内の

周産期センター等

神奈川県救急医療中央情報センター

東京都周産期搬送
コーディネーター

詳細確認

B④ 県内選定

東京都内の

周産期センター等

転院調整

基幹病院

A⑤搬送

A自院で

対応

システム受入病院

不調 決定
B⑤調整結果報告

東京都周産期
搬送コーディネーター

東京都内の

周産期センター等システム受入病院

B⑧搬送

基幹病院

連絡

B⑥調整結果報告

B他院に

依頼

東京都内の周産期

センター等

B③へ

決定

東京都内の周産期センター等

B④

患者の住所地に近い基幹病院

B⑦調整結果報告

東京都内の

A③調整結果報告

A④調整結果報告

不調

B③ 受入医療機関

紹介依頼

転院調整

FAX及び電話による患者情報伝達

神奈川県救急医療
中央情報センター

神奈川県救急医療
中央情報センター
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フロー② 受入依頼（詳細確認）（都搬送コーディネーター⇒基幹病院） 

基幹病院は、都搬送コーディネーターから依頼を受けた案件について、患者の診断名、

症状、緊急性等の状況から、次のことについて対応を判断する。 

東京都からの依頼は、FAXにより「患者情報（任意様式）」が送られるとともに電話に

より連絡がある。 

    

①自院で受け入れ可能か。⇒ A自院で対応 へ 

   ②中央情報センターで受入先確認を行うことが適当か。⇒フローB③へ 

    ・中央情報センターへの紹介依頼の際、条件を付するか。 

 

 

【自院で受入をする場合】 

転院調整（基幹病院⇒都内依頼元病院） 

  都コーディネーターから依頼があった際に、自院での受入を調整することを伝える。そ

の後、都内依頼元病院に連絡し、具体な転院調整を行うものとする。（都内依頼元病院か

ら連絡を希望する場合は、都コーディネーターにその旨を伝える。） 

 

フローA③ 調整結果報告（基幹病院⇒都コーディネーター） 

 転院調整の結果、受入が決定した場合は、その旨を都コーディネーターに電話により連絡

する。 

 

フローA⑤ 搬送～受入 

 

 

【救急医療中央情報センターに受入医療機関紹介依頼を行う】 

フローB③ 受入医療機関紹介依頼（基幹病院⇒中央情報センター） 

中央情報センターへの依頼方法は、救急搬送依頼時と同様とする。 

(1) 都コーディネーターから送付された「患者情報（任意様式）」を情報センターへ

FAXで送る。 

※ 必要に応じて、都内依頼元病院に詳細を確認することも可。 

(2) 情報センターへ電話する。（電話連絡をもって初めて受付となります。） 

 

フローB⑥ 調整結果報告 

中央情報センターでの選定の結果、県内での受入が決定した場合、基幹病院あてに結果

報告のファックスが送られる。 

 

 

※ 県内選定中に、都内依頼元病院が患者の急変等により、戻り搬送の調整依頼の取り下げ

を行った場合には、中央情報センターからその旨連絡がある。 
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２ 母体戻り搬送（神奈川県⇒東京都） 
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フロー① 電話等による戻り搬送の依頼（受入病院⇒基幹病院） 

   基幹病院は、受入病院から依頼を受けた案件について、本試行の対象であることを確

認のうえ、患者の診断名、症状、緊急性等の状況を確認し、受入医療機関紹介業務を依

頼する。 

   本試行の対象で無いものは、調整対象外となり中央情報センター及び都コーディネー

ターでは受け付けないので留意すること。 

 

   

フロー② 受入医療機関紹介依頼（基幹病院⇒中央情報センター） 

(1) 「周産期救急受入医療機関紹介業務調査票（産科）」を作成し、中央情報センター

へFAXで送る。 

調査票を再度ＦＡＸで転送します。不用な問い合わせを避けるため、ハッキリと読

みやすい字で、なるべく略語は使用せずに記載するようご協力をお願いします。 

(2) 情報センターへ電話する。（電話連絡をもって初めて受付となります。） 

(3) 都搬送コーディネーターからの詳細確認 

    中央情報センターが都コーディネーターに都内受入先選定を依頼した後、必要に応

じて、都コーディネーターから内容について照会をすることがあるので、適宜対応を

行うものとする。(直接依頼元システム受入病院に照会が入る場合もある。) 

 

フロー⑦ 調整結果報告（中央情報センター⇒基幹病院） 

  都コーディネーターでの選定の結果、都内での受入が決定した場合、基幹病院あてに中

央情報センターから結果報告のファックスが送られる。 

 

 

※ 受入病院が必要に応じて指定する選定期限になっても、都内受入先が決まらなかった場

合、中央情報センターから連絡がくるので、選定を続行するかどうかの判断もしくは確認

をお願いします。 

※ 都内選定中に、受入病院から患者の急変等により戻り搬送の調整依頼の取り下げを行う

との連絡があった場合には、速やかに中央情報センターに連絡してください。 
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３ 新生児戻り搬送（東京都⇒神奈川県） 

 

 

②受入依頼
（詳細確認）

電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

東京都内の
周産期センター等

詳細確認

B③ 県内選定

転院調整

基幹病院

A自院で
対応

システム受入病院

不調 決定

B④調整結果報告

東京都周産期搬送コーディネーター

東京都内の
周産期センター等

システム受入病院

連絡

B⑤調整結果報告

B他院に
依頼

基幹病院

B③へ

患者の住所地に近い基幹病院

東京都周産期搬送
コーディネーター

東京都内の
周産期センター等

A⑤搬送

基幹病院

B③へ

決定

東京都内の
周産期センター等

A③調整結果報告

A④調整結果報告

不調

転院調整

東京都内の
周産期センター等

B⑥調整結果報告

B⑦搬送

FAX及び電話による
患者情報伝達

①依頼 電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

東京都内の周産期センター等

東京都周産期搬送コーディネーター
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フロー② 受入依頼（詳細確認）（都搬送コーディネーター⇒基幹病院） 

   基幹病院は、都搬送コーディネーターから依頼を受けた案件について、患者の診断名、

症状、緊急性等の状況から、次のことについて対応を判断する。 

東京都からの依頼は、FAXにより「患者情報（任意様式）」が送られるとともに電話

により連絡がある。 

    

①自院で受け入れ可能か。⇒ A自院で対応 へ 

   ②県内の受入病院へ受入依頼を行うことが適当か。⇒フローB③へ 

 

【自院で受入をする場合】 

転院調整 

  都コーディネーターから依頼があった際に、自院での受入を調整することを伝える。そ

の後、都内依頼元病院に連絡し、具体な転院調整を行うものとする。（都内依頼元病院か

ら連絡を希望する場合は、都コーディネーターにその旨を伝える。） 

 

フローA③ 調整結果報告 

 転院調整の結果、受入が決定した場合は、その旨を都搬送コーディネーターに電話により

連絡する。 

 

フローA⑤ 搬送～受入 

 

【県内受入病院での受入】 

フローB③ 県内選定（基幹病院⇒受入病院） 

基幹病院は、患者の状況に応じて県内受入病院の選定を行い、該当する受入病院に転院

受入について打診を行う。受入調整が可能であるとの回答があったら、都内依頼元病院に

連絡を行う旨依頼する。 

  打診にあたり、必要に応じて詳細な患者情報を都内依頼元病院に照会することも可。 

 

フローB④ 調整結果報告（受入病院⇒基幹病院） 

フローB⑤ 調整結果報告（基幹病院⇒都搬送コーディネーター） 

転院が決定した旨受入病院から連絡があったら、都搬送コーディネーターに電話により

連絡する。 

  転院調整が不調であった旨、受入病院から連絡があったら、次の受入病院を選定して打

診を行う。 

 

  ※ 調整経過の確認 

    以下の場合、受入病院に調整経過を電話により確認することとする。 

    ① 依頼日から１週間程度経過しても受入病院からの報告がない場合 

    ② 都内依頼元病院が指定する調整期限になっても報告がない場合 

   調整期限となっても、受入の調整が決まらない場合、都コーディネーターに

電話により状況を報告し、県内選定の期限を延長するかどうか確認する。 

③ 都コーディネーターからの経過照会が来た場合 
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４ 新生児戻り搬送（神奈川県⇒東京都） 

 

 

 

  

 

 

 

各ブロック基幹病院

②戻り搬送の依頼
　（詳細確認）

東京都周産期搬送コーディネーター

電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

①戻り搬送の依頼

電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

神奈川県内のシステム受入病院

東京都内の周産期センター等

③ 都内選定

転院調整

システム受入病院

不調

東京都周産期
搬送コーディネーター

決定

④調整結果報告

東京都内の周産期センター等

⑦搬送

連絡

東京都周産期
搬送コーディネーター

⑤調整結果報告

③へ

システム受入病院

各ブロック基幹病院

⑥調整結果報告
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フロー① 戻り搬送の依頼（受入病院⇒基幹病院） 

   基幹病院は、受入病院から依頼を受けた案件について、本試行の対象であることを確

認のうえ、患者の診断名、症状、緊急性等の状況を確認し、都コーディネーターに都内

選定を依頼する。 

   依頼を行う際の様式は、通常の転院時に使用する紹介状でよいが、都内選定の際に必

要となる以下の事項の記載があるかを併せて確認する。 

   なお、本試行の対象で無いものは、対象外となり都コーディネーターでは受け付けな

いので留意すること。 

 

〔都内選定の際に必要となる事項〕 

  ・依頼受入病院の担当者名、連絡先 

  ・基幹病院の担当者名、連絡先 

・調整期間・期日の有無 ※特に指定をしない場合も伝達すること 

  ・その他付加条件 

 

   

フロー② 戻り搬送の依頼（基幹病院⇒都コーディネーター） 

都コーディネーターへの依頼方法は以下のとおりとする。 

   ① 依頼様式（紹介状等）をファックスで都コーディネーターに送る。 

② 都コーディネーターに電話をする。（電話連絡により受付となります。） 

③ 電話の際、必要に応じて付加条件を伝える。 

 

  ※ 調整経過の確認 

    以下の場合、都コーディネーターに調整経過を電話により確認することとする。 

    ① 依頼日から１週間程度経過しても都コーディネーターからの報告がない場合 

    ② 依頼様式（紹介状等）に記載のある調整期日になっても報告がない場合 

   調整期日となっても、受入の調整が決まらないとの連絡が都コーディネータ

ーからあった場合、受入病院に状況を報告し、都内選定の期限を延長するかど

うか確認する。 

   ③ 受入病院から確認依頼が来た場合（窓口の混乱を防ぐため、お手数ですが基幹

病院から都コーディネーターに連絡してください） 

 

フロー⑤ 調整結果報告（都コーディネーター⇒基幹病院） 

  都コーディネーターでの選定の結果、都内での受入が決定した場合、基幹病院あてに都

コーディネーターから結果報告のファックスが送られる。 

 

 フロー⑥ 調整結果報告（基幹病院⇒システム受入病院） 

  基幹病院からシステム受入病院に結果報告し、受入先の都周産期センターに搬送の調整

について連絡するよう伝える。
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Ⅳ 受入病院（救急搬送） 

 

 

１ 母体救急搬送（神奈川県内） 

 

２ 母体救急搬送（都内からの依頼） 

 

３ 新生児救急搬送（神奈川県内） 
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１ 母体救急搬送（神奈川県内） 

 
分娩施設

県救急医療中央情報センター

各ブロック基幹病院

①電話等による斡旋依頼

日常的に連携している

施設、関連病院等
(①)独自要請

FAX及び電話による患者情報伝達

②受入医療機関紹介依頼

Ａ受入可

③受入可否を確認。

県周産期救急医療システム受入病院

県救急医療中央情報センター

Ｂ受入不可

分娩施設

A④受入可能医療
機関を紹介

受入病院消防機関

A⑥搬送依頼 A⑤詳細確認

分娩施設

受入病院

A⑦救急車
出動

A⑧搬送

B④受入先が無いことを

報告

各ブロック基幹病院

各ブロック基幹病院

Ａ⑨紹介結果報告

県救急医療
中央情報センター

B⑤依頼指示

東京都周産期
搬送コーディネーター

B⑥受入依頼

以後、基幹病院
の判断による受
入先選定

都へ依頼 都へ依頼

しない

受入可 受入不可

分娩施設

A⑥へ

他ブロック基幹病院

受入依頼

東京都内の周産期センター等

Ｂ⑦受入医療機関の選定

詳細確認

各ブロック基幹病院

回答

東京都周産期搬送コーディネーター

県救急医療中央情報センター
分娩施設 県救急医療中央情報センター

各ブロック基幹病院

不調
Ｃ⑧調整結果報告

決定
Ｂ⑧調整結果報告

Ｂ⑨調整結果報告

東京都内の周産期センター等

各ブロック基幹病院

Ａ⑤～Ａ⑧と同様以後、基幹病
院の判断によ
る受入先選定

Ｂ⑨調整結果報告

Ｃ⑧調整結果報告

分娩施設
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フロー③ 受入可否の確認（県中央情報センター⇒受入病院） 

   受入病院は、電話により県中央情報センターから救急患者の受入依頼があった場合に

は、依頼内容により受入が可能か回答する。 

 

フローＡ⑤ 詳細確認（分娩施設⇒受入病院） 

   受入可能であった場合、県中央情報センターから分娩施設へその旨連絡をした後、分

娩施設から詳細確認のための連絡があるので、必要事項について調整を行う。（受入病

院から連絡しても可。） 

 

フローＡ⑧ 搬送～患者受入（分娩施設⇒受入病院） 

   患者受入の際に、救急隊もしくは分娩施設から「紹介状・周産期（産科）救急患者診

療情報提供書」を受領する。 

 

※ 「紹介状・周産期（産科）救急患者診療情報提供書」は、県のホームページ（「神

奈川県の周産医療体制について」の関連マニュアル類に掲載されている。 

 【掲載場所】 

  ＵＲＬ：http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f100366 
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２ 母体救急搬送（都内からの依頼） 

 

 

 

 

都産科施設等

各ブロックの総合周産期母子医療センター

日常的に連携している
施設、関連病院等

(①)独自要請

東京都周産期搬送コーディネーター

電話連絡及びFAXに
よる患者情報伝達 ②FAXによる搬送調

整依頼書の送付
①搬送調整依頼

都内周産期センター等

③都内選定

神奈川県救急医療中央情報センター

④受入調整依頼

電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

都内不調

窓口基幹病院（県立こども医療センター）

FAX及び電話による患者情報伝達⑤受入医療機関紹介依頼

⑥ 受入可否を確認

システム受入病院

神奈川県救急医療中央情報センター

Ａ受入可 Ｂ受入不可

Ａ⑦受入可能医療
機関を紹介

東京都周産期
搬送コーディネーター

②選定依頼

都内産科施設等

東京都周産期
搬送コーディネーター

各ブロック総合周産期
母子医療センター

Ａ⑩調整結果報告

システム受入病院

Ａ⑧詳細確認・搬送

Ｂ⑦調整結果報告

窓口基幹病院
（県立こども医療センター）

Ａ⑨紹介結果報告
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フロー⑥ 受入可否を確認（県中央情報センター⇒受入病院） 

   受入病院は、電話により県中央情報センターから救急患者の受入依頼があった場合に

は、依頼内容により受入が可能か回答する。 

 

   

フローＡ⑧ 詳細確認（分娩施設⇒受入病院） 

   受入可能であった場合、県中央情報センターを経て都コーディネーターが都内産科施

設へその旨連絡をした後、都内産科施設から詳細確認のための連絡があるので、必要事

項について調整を行う。（受入病院から連絡しても可。） 

 

フローＡ⑧ 搬送～患者受入（分娩施設⇒受入病院） 

   患者受入の際に、救急隊もしくは都内産科施設が、転院のための「紹介状」もしくは

「搬送調整依頼書（診療情報提供書）」を持参するので受領する。 
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３ 新生児救急搬送（神奈川県内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

分娩施設

各ブロック基幹病院

①電話等による斡旋依頼

日常的に連携している
施設、関連病院等

(①)独自要請

②受入可否を確認

県周産期救急医療システム受入病院

分娩施設

④受入可能医療機関を紹介

受入病院消防機関

⑥搬送依頼 ⑤詳細確認

受入病院

⑦救急車出動※

⑧搬送

各ブロック基幹病院

受入可 受入不可

分娩施設

⑥へ

他ブロック基幹病院

受入依頼

③受入可否の回答

分娩施設

⑦救急車出動※
　救急車による搬送のほか、受
入病院による迎え搬送もしくは
三角搬送もあり。

【迎え搬送】
　受入医療機関の医師が救急車
等で依頼元医療機関へ行き、新
生児と同乗して自らの医療機関
に搬送すること。

【三角搬送】
　周産期母子医療センター等の
医師が救急車等で依頼元医療機
関へ行き、新生児と同乗して他
の受入医療機関に搬送するこ
と。
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フロー②・③ 受入可否の確認・回答（基幹病院⇒受入病院） 

   受入病院は、電話により基幹病院から救急患者の受入依頼があった場合には、依頼内

容により受入が可能か回答する。 

 

フロー⑤ 詳細確認（分娩施設⇒受入病院） 

   受入可能であった場合、基幹病院から分娩施設へその旨連絡をした後、分娩施設から

詳細確認のための連絡があるので、必要事項について調整を行う。（受入病院から連絡

しても可。） 

 

フロー⑧ 搬送～患者受入（分娩施設⇒受入病院） 

   患者受入の際に、救急隊もしくは分娩施設から「救急医療情報提供書 周産期救急（新

生児）」を受領する。 

 

※ 「救急医療情報提供書 周産期救急（新生児）」は、県のホームページ（「神奈川県

の周産医療体制について」の関連マニュアル類に掲載されている。 

 【掲載場所】 

  ＵＲＬ：http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f100366 
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Ⅴ 受入病院（戻り搬送） 

 

１ 母体戻り搬送（東京都⇒神奈川県） 

 

２ 母体戻り搬送（神奈川県⇒東京都） 

        

３ 新生児戻り搬送（東京都⇒神奈川県） 

 

          ４ 新生児戻り搬送（神奈川県⇒東京都） 
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１ 母体戻り搬送（東京都⇒神奈川県） 

東京都周産期搬送コーディネーター

①依頼 電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

②受入依頼

（詳細確認）
電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

東京都内の

周産期センター等

神奈川県救急医療中央情報センター

東京都周産期搬送
コーディネーター

詳細確認

B④ 県内選定

東京都内の

周産期センター等

転院調整

基幹病院

A⑤搬送

A自院で

対応

システム受入病院

不調 決定
B⑤調整結果報告

東京都周産期
搬送コーディネーター

東京都内の

周産期センター等システム受入病院

B⑧搬送

基幹病院

連絡

B⑥調整結果報告

B他院に

依頼

東京都内の周産期

センター等

B③へ

決定

東京都内の周産期センター等

B④

患者の住所地に近い基幹病院

B⑦調整結果報告

東京都内の

A③調整結果報告

A④調整結果報告

不調

B③ 受入医療機関

紹介依頼

転院調整

FAX及び電話による患者情報伝達

神奈川県救急医療
中央情報センター

神奈川県救急医療
中央情報センター
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フローB④ 県内選定（中央情報センター⇒受入病院） 

受入病院は、電話により県中央情報センターから戻り搬送患者の受入依頼があった場合に

は、依頼内容により受入についての調整が可能か回答する。 

 

転院調整 

受入についての調整が可能な場合は、都内依頼元病院に連絡し具体な転院調整を行う。

（都内依頼元病院からの連絡を希望する場合は、中央情報センターにその旨を伝える。） 

 転院調整の結果、不調となった場合には、その旨中央情報センターに電話により連絡する。 

 

フローB⑤ 調整結果報告 

 転院調整の結果、受入が決定した場合は、その旨を中央情報センターに電話により連絡し

てください。 

 

フローB⑧ 搬送～受入 
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２ 母体戻り搬送（神奈川県⇒東京都） 
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フロー① 電話等による戻り搬送の依頼（受入病院⇒基幹病院） 

受入病院は、都内からの依頼により受入れた救急患者について、患者の状態や意向を勘案

し、転院が可能であると判断した場合には、電話により基幹病院に都内への戻り搬送の依頼

を行う。その際、患者の状況のほか、以下の事項についても伝達することとする。 

 

〔伝達する事項〕 

  ・調整期間・期日の有無《必須》※特に指定をしない場合も伝達すること 

  ・その他付加条件 

 

転院調整（都内周産期センター等⇔受入病院） 

都コーディネーターにより選定された周産期センター等から連絡があったら、具体な転院

調整を行う。 

 

フロー⑦ 調整結果報告（中央情報センター⇒受入病院） 

フロー⑧ 搬送（受入病院⇒都内周産期センター等） 

 転院調整の結果、都内受入先が決定した場合は、中央情報センターから連絡があるので、

都内周産期センター等と行った転院調整の内容により搬送を行う。 

 

 

※ 都内選定を依頼した後に、患者の急変等により、戻り搬送の調整依頼の取り下げを行う

場合には、速やかに基幹病院に連絡してください。 
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３ 新生児戻り搬送（東京都⇒神奈川県） 

②受入依頼
（詳細確認）

電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

東京都内の
周産期センター等

詳細確認

B③ 県内選定

転院調整

基幹病院

A自院で
対応

システム受入病院

不調 決定

B④調整結果報告

東京都周産期搬送コーディネーター

東京都内の
周産期センター等

システム受入病院

連絡

B⑤調整結果報告

B他院に
依頼

基幹病院

B③へ

患者の住所地に近い基幹病院

東京都周産期搬送
コーディネーター

東京都内の
周産期センター等

A⑤搬送

基幹病院

B③へ

決定

東京都内の
周産期センター等

A③調整結果報告

A④調整結果報告

不調

転院調整

東京都内の
周産期センター等

B⑥調整結果報告

B⑦搬送

FAX及び電話による
患者情報伝達

①依頼 電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

東京都内の周産期センター等

東京都周産期搬送コーディネーター
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フローB③ 県内選定（基幹病院⇒受入病院） 

受入病院は、電話及びFAXにより基幹病院から戻り搬送患者の受入依頼があった場合には、

依頼内容により受入についての調整が可能か回答してください。 

 

転院調整 

受入についての調整が可能な場合は、都内依頼元病院に連絡し具体な転院調整を行う。 

 転院調整の結果、不調となった場合には、その旨基幹病院に電話により連絡する。 

 

フローB④ 調整結果報告 

 転院調整の結果、受入が決定した場合は、その旨を基幹病院に電話により連絡してくださ

い。 

 

フローB⑦ 搬送～受入 
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４ 新生児戻り搬送（神奈川県⇒東京都） 

 

 

 

 

 

 

各ブロック基幹病院

②戻り搬送の依頼
　（詳細確認）

東京都周産期搬送コーディネーター

電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

①戻り搬送の依頼

電話連絡及びFAXによる患者情報伝達

神奈川県内のシステム受入病院

東京都内の周産期センター等

③ 都内選定

転院調整

システム受入病院

不調

東京都周産期
搬送コーディネーター

決定

④調整結果報告

東京都内の周産期センター等

⑦搬送

連絡

東京都周産期
搬送コーディネーター

⑤調整結果報告

③へ

システム受入病院

各ブロック基幹病院

⑥調整結果報告
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フロー① 戻り搬送の依頼（受入病院⇒基幹病院） 

受入病院は、都内からの依頼により受入れた母体救急患者から出生・入院した児について、

患者の状態や意向を勘案し、転院が可能であると判断された場合には、以下の手順により、

電話及びFAXにより基幹病院に都内への戻り搬送の依頼を行う。 

(１) 紹介状を基幹病院にFAXする 

   依頼の際には以下についても記載すること。 

  ・調整期間・期日の有無《必須》※特に指定をしない場合も伝達すること 

   ・その他付加条件 

   

転院調整（都内周産期センター等⇔受入病院） 

都コーディネーターにより選定された周産期センター等から連絡があったら、具体な転院

調整を行う。 

 

フロー⑥ 調整結果報告（各ブロック基幹病院⇒受入病院） 

フロー⑦ 搬送（受入病院⇒都内周産期センター等） 

 転院調整の結果、都内受入先が決定した場合は、各ブロック基幹病院から連絡があるので、

都内周産期センター等と行った転院調整の内容により搬送を行う。 

 

 

※ 都内選定を依頼した後に、患者の急変等により、戻り搬送の調整依頼の取り下げを行う

場合には、速やかに基幹病院に連絡してください。 
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Ⅵ 情報管理及び業務実施にかかる注意事項 

 

１ 周産期救急医療情報システムの応需情報の更新 

中央情報センターで周産期救急受入機関紹介業務を運用するにあたり、既存の「神奈川

県周産期救急医療情報システム」の応需情報は、非常に重要なものとなる。 

 そこで、中央情報センターでは、システム受入病院の周産期情報システムへの入力状況

などを把握するとともに、入力が滞っている医療機関に対して、直接、入力の確認・依頼

を行うものとする。 

 なお、中央情報センターからの依頼にもかかわらず、依然として入力がない医療機関に

ついては、医療整備・人材課から当該医療機関に対して協力を依頼するものとする。 

 

（システム受入病院への入力依頼内容） 

  ○定期入力   毎日朝夕１回 （応需情報に変更がなくても更新をお願いします。） 

  ○随時入力   定期入力の他にも、出来るだけ情報のリアルタイム化をお願いします。 

  ○備考欄の記入 備考欄に、参考となる情報を出来るだけ入力してください。 

 

 

２ 業務実施にかかる注意事項 

(1) 複数の基幹病院から同時に中央情報センターへ紹介依頼があった場合（救急搬送） 

中央情報センターは、原則として「受付順」に確認を行うものとする。 

    １件確認中に２件目以降の受付をした場合は、基幹病院に 

     例「現在２件確認中であって、３件目となります。 

        現在１０病院に断られている状況ですが、どうしますか？」 と確認する。 

 

基幹病院は、そのまま紹介依頼をするか、依頼を取りやめるか判断した上で、中央情

報センターに対応を指示する。 

   （ただし、紹介依頼をする場合は、時間がかかることや、受入先が見つかる可能性 

    も通常よりも低いことを承知する。） 

 

(2) 確認の途中経過の報告について（救急搬送） 

中央情報センターは、確認の途中経過については、基幹病院（または都コーディネー

ター）からの依頼の際に、特に「条件」として付された場合を除いては、確認し得る医

療機関一巡の確認が終わるまで、特に基幹病院（または都コーディネーター）への経過

報告はしない。 

   （条件の例 基幹病院「３０分毎に基幹病院へ確認の経過報告すること」 

              →中央情報センターは３０分毎に経過報告をする。） 

 

    基幹病院（または都コーディネーター）は、緊急性が生じる可能性のある患者の紹

介依頼をする場合は、できるだけ定期的に経過報告をするよう、依頼の際に条件を付

するものとする。 

また、基幹病院（または都コーディネーター）の方で、状況の変化等の理由により、
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「中止」「条件の追加・変更」などが生じた場合は、速やかに中央情報センターに連

絡をし、指示する。 

 

 (3) 中央情報センターへの電話が繋がらない場合 

 中央情報センターでは、「周産期救急受入医療機関紹介業務」の専用電話（２回線）

を設けるが、複数確認中などの事情により、電話が繋がらないことが可能性としてあり

得る。 

基幹病院は、そういう状況があることを承知するとともに、その場合は、少し時   

間（数分程度）をあけて再度電話をかけるものとする。 

 

(4) 基幹病院以外から紹介依頼があった場合 

中央情報センターに基幹病院以外から紹介依頼があった場合については、次のように

対応する。 

   ○分娩施設から直接依頼があった場合 → 基幹病院へ連絡するよう案内する。 

○消防機関から直接依頼があった場合 → 一般救急同様、近隣医療機関等の情報を

提供する。 

 

(5) 基幹病院が県外分娩施設から受入の依頼を受け、中央情報センターに県内の受入先を

問い合わせた場合 

県外の分娩施設からの依頼は、試行の対象となるもの以外は神奈川県周産期救急医療

システム対応外となるが、基幹病院から中央情報センターへ紹介依頼があった場合につ

いては、中央情報センターでは、上記患者の紹介依頼に対して、妊娠週数、推定児体重

などの情報をもとに、直近の照会状況及びシステム上の情報を基幹病院に提供すること

とする。 
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Ⅶ 参 考 

 

１ 各ブロック基幹病院（令和6年４月1日現在） 

 

地区 
都からの戻り搬送受付地域 

（患者住所地による） 
病院名 

横浜 

青葉区、緑区、都筑区、港北

区、神奈川区、鶴見区 
県立こども医療センター 

中 区 、南 区 、港 南区、 磯 子

区、栄区、金沢区、鎌倉市 
横浜市大附属市民総合医療センター 

瀬谷区、旭区、保土ヶ谷区、

西区、泉区、戸塚区、藤沢市 
聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 

川崎 川崎市全域 聖マリアンナ医科大学病院 

三浦半島 
横須賀市、三浦市、逗子市、

葉山町 
横須賀共済病院 

湘南 
茅ヶ崎市、平塚市、大磯町、

二宮町、秦野市、伊勢原市、

厚木市、愛川町、清川村 

東海大学医学部付属病院 

西湘 

小 田 原市 、 南足 柄市、 山 北

町 、 松田 町 、中 井町、 大 井

町、開成町、箱根町、湯河原

町、真鶴町 

小田原市立病院 

県央北相 
相模原市、大和市、座間市、

綾瀬市、海老名市、寒川町 
北里大学病院 

 

 

２ 周産期救急医療システム運用にかかる情報提供 

  

 神奈川県ホームページをご参照ください。 

  ＵＲＬ：http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f100366/ 

 



45 

３ 周産期救急受入医療機関紹介業務調査票（産科）（神奈川県様式） 

（機関名） （担当医） （電話番号）

（経産回数）

（保険証） □有 □無 □不明

（日本語での意思疎通） □可　　□不可

□単胎 □双胎 □双胎以上(児数　　　)

膜性（　ＤＤ　・　ＭＤ　・　ＭＭ　・　不明　）

展退　　％　または　　　　　cm 頚管長　　　　mm

胎胞形成の有無 □有　　□無 その他（ ）

日　　時 （　　　月　　　日　　　時）

羊水流出 （□継続　□ほとんど無し） 羊水混濁 □なし　□あり

子宮内羊水量 （AFI　　　　　cmまたは羊水ﾎﾟｹｯﾄ　　　cm　・　不明　）

 □無 □有（血液型　　　　　 出血量　　　　　ml ）

ｇ（羊水ﾎﾟｹｯﾄ　　　　cm）・ ｇ（羊水ﾎﾟｹｯﾄ　　　　cm）

６ 胎位  □頭位 □骨盤位 □その他（　　　　　　　　　　　）

７ 胎盤の異常  □あり（□全前置 □部分前置 □その他（　　　　　　　　　　　　）） □なし

 □塩酸リトドリン  投与量　　　Ａ×　　　　ml/hr  □その他

 □ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ製剤  投与量　　　g/hr　　　　ml/hr

９ 子宮収縮  □規則的（　　　分毎） □不規則（　　　　～　　　　　分毎） □なし

 □異常なし □異常あり

 □早発一過性徐脈 □変動一過性徐脈

 □遅発一過性徐脈 □基線細変動消失

 □異常なし □中大脳動脈血流との逆転 □途絶 □逆流

 発熱 □無　　□有（　　　度） ＷＢＣ　　　　/ul ＣＲＰ　　　　mg/dl

 血圧（　　　　　/　　　　　） 脈拍（　　　　　　　回/分）

 □無 □喘息 □（妊娠）高血圧症 □（妊娠）糖尿病 □前回帝王切開

 □有 □子宮手術既往 □精神科疾患 □感染症 □その他（ ）

（戻り搬送期日：　□特になし　　□　　　月　　　日頃まで）

８ 現在の治療

11 臍帯動脈血流

（妊娠　　　　週　　　　日）　　
診断名

（　　　　歳）

母親

　        　　　市・町・村　　 　　　（区）

（担当医）

　S・H　　　年　　月　　日

依頼医療
機　　関

（生年月日）

回　　

（氏名）

（機関名）

　    　　　　市・町・村　　　　　　　（区）

（所在地）

（電話番号）

開大

14 その他

12 母体データ

10 胎心拍
　 ﾓﾆﾀｰ所見

13 母体合併症

周産期救急受入医療機関紹介業務調査票（産科）

４ 出血の有無

救急医療中央情報センター　FAX：045-242-8844（TEL：045-242-2287）

受付№

基幹病院

基幹病院が依頼を受けた日時 　　　　年　　　月　　　日（　　　）　　　時　　　　分

５ 推定体重

１ 胎児数

 □無

（住所）

２ 子宮口の状態

□有３ 破水

cm
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４ 搬送調整依頼書（診療情報提供書）（東京都様式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

搬送調整依頼書（診療情報提供書） 年 月 日

①　日常的に連携している医療機関への搬送受入が決まらない場合は、搬送ブロックの総合周産期母子医療センター

　へ搬送調整依頼書をFAXの上、電話で搬送受入・調整依頼を行ってください。

②　ブロック内で総合周産期センターが受入・調整不能で、東京都周産期搬送コーディネーターに搬送先選定を依頼

　する旨連絡があった場合は、搬送調整依頼書をコーディネーターにFAXしてください。

　（東京都周産期搬送コーディネーターFAX番号 ： 03-3212-5022）

施設名

所在地

患者氏名 年齢 歳 Ｓ・Ｈ 年 月 日生

Rh  （ ＋ ・ － ）

不規則抗体  （ ＋ ・ － ）

妊娠週数・産褥日数 妊娠 週 日 産褥 日 不明

妊娠歴 経妊 回 経産 回 既往帝王切開 （　あり ・ なし　）

□切迫早産 □前期破水 □前置胎盤 □PIH □胎盤早期剥離（疑い）

□胎児発育不全 □胎児機能不全 □その他（ ）

具体的な症状・疾患等

　□ 胎児救急　　　　　　□ （　　）時間以内搬送　　　　　　□ 本日中搬送

出血 □なし □あり （ ｍｌ） 

子宮収縮 □なし □あり （ 分毎）

下腹痛 □なし □あり （ ）

破水 □なし □あり （ 時刻： 月 日 時 分 ）

子宮口 開大 ｃｍ  展退 ％ 子宮頸管長 ｃｍ

胎児数 □単胎 □多胎（ 胎・ＭＭ・ＭＤ・ＤＤ）

胎位 □頭位 □骨盤位 □その他 （ ） 

推定児体重 ｇ

※　以下は、必要に応じて記載してください。

体温 ℃ 血圧 ／ mmHg

脈拍数 回／分 尿タンパク（　　　　　　　　　）

合併症・感染症等

羊水量の異常 □なし □あり（　過多　・　過少　）

奇形 □なし □あり（　　　　　　     　　　　　　　　　　 　     　          　　   　）

ＣＴＧ異常　　 □なし　　　 □あり（　　　　　　     　　　　　　　　　　 　     　          　　   　）

□リトドリン μg／min □硫酸マグネシウム g／day

□抗菌薬 （ ）

ステロイド　（ □あり　 □なし ） □その他 （ ）

社保 ・ 国保 ・ 無 ・ 不明 ・ その他 （ ）

■　緊急に母体救命処置の必要な妊産褥婦（スーパー母体救命）については、東京都母体救命搬送システムにより
　搬送依頼を行ってください。

保険証

現在の治療

その他特記事項
（含む　胎盤・臍帯異常）

依
頼
元

母
体
情
報

バイタルサイン

母体搬送用

生年月日

電話番号

妊
産
褥
婦
基
本
情
報

・

担当者

・

型

母
体
・
胎
児
情
報

緊急度

搬送理由

胎
児
情
報

患者住所
         東京都
（　  　　        ）県

区・市 血液型
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周産期救急医療システムに関する問合せ先 

連 絡 先：〒231-8588 

     横浜市中区日本大通１ 

神奈川県健康医療局保健医療部医療整備・人材課 

医療整備グループ 周産期救急担当 

 電  話：０４５－２１０－４８７４（直通） 

 

 


